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 「福島原発行動隊」の基本的な立場について   

 一般社団法人福島原発行動隊（旧･福島原発暴発阻止行動プロジェクト。以下「行
動隊」と略記）は、福島第一原発事故の収束作業に当たる若い世代の放射能被曝を
軽減するため、比較的被曝の害の少ない退役技術者・技能者を中心とする高齢者が、
長年培った経験と能力を活用し、現場におもむいて行動することを目的として発足
しました。 
 行動隊は自発的参加者によって構成され、その組織原理は自由な諸個人の結合で
す。したがって各人の思想、信条、あるいは心情はいっさい問いません。その原則
は原発の是非についても同じであり、行動隊内には脱原発論者も原発維持論者もお
られます。この多様な構成員を結びつける唯一の絆が、原発事故の収束という大目
的です。 
 行動隊の諸個人が、隊外において自己の信条に基づいて活動することはもちろん、
隊内において心情を吐露することもまったく自由です。しかし一般社団法人（近い
将来に公益社団法人へ移行する）福島原発行動隊としての発意や行動は、定款に定
めた目的および事業に沿うものでなければならず、個々の意見はそのままでは公式
の見解になりえません。 
 この目的および事業を達成するための具体的行動へと一歩でも近づくため、いま
行動隊は政府および東電にいくつかの重要な提言をしています。それを貫徹するに
は従来の原子力管理体制の大変革が必要であり、かなり長い道のりになるものと思
われますが、状況に応じてさまざまな課題に対処する行動隊内の組織整備も現段階
の急務となっています。 
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 「福島原発行動隊」の基本的な立場について   

 いまや約二千名に達する行動隊員・賛助会員は人材の宝庫であり、すでに多くの
方々が部署に就き、それぞれの知恵と力を発揮しておられます。これをさらに幾層
倍にも拡充し、行動隊の社会的認知を不動のものにして、原発事故の収束作業に携
わるという本来の目的を一日も早く実現することが、発足以来そろそろ半年を迎え
る行動隊の仕事です。 
 そう、これは「仕事」であり、本来の目的も仕事をすることです。それを支える
モチベーションは個々人の思想・信条・心情であるにせよ、行動隊の目的および事
業はプラグマティックに進めるほかはなく、そこではポリティクスもイデオロギー
も無用であり、それは個々人の胸に大切な駆動力として収めておくべきものでしょ
う。 
 行動隊の結成を呼びかけた人びとも、それに呼応した人びとも、全員がそれぞれ
の想い、長い人生が醸成した種々の物語を抱懐しており、それをお互いに尊重しな
がら、ひとつの目的に結集し、各自の持てる積年の能力を駆使して未曾有の災厄に
立ち向かうこと。これが福島原発行動隊、みるべきものはみてきた老人集団の基本
的な立場です。 
  
 2011年9月9日 
 
             〔文責〕一般社団法人福島原発行動隊理事 平井吉夫 
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福島第一原発の事故収束の現状と今後の動き 

１．作業員は枯渇する 

東電作業員 被曝データ 
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福島第一原発の事故収束の現状と今後の動き 

２．東電のロードマップ（2011.8.17改訂版） 



３ 

福島第一原発の事故収束の現状と今後の動き 

３．国家プロジェクトへの移行 



 今後の課題と「福島原発行動隊」が提案していること  
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 今後の課題と「福島原発行動隊」が提案していること  
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 今後の課題と「福島原発行動隊」が提案していること  
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 一般社団法人「福島原発行動隊」の活動経緯と今後   
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①行動隊/賛同・応援者の呼びかけ 
・友人､知人へ書簡にて呼びかけ文書を送付 
・有識者､著名人への支援要請 
・インターネットでの呼びかけ：ＨＰ／ｔｗｉｔｔｅｒ／ｆａｃｅｂｏｏｋ 
・院内集会：８月末までに８回開催・・・等 
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③「福島原発行動隊」の趣旨説明 
・国会議員（主に民主党議員）へのアプローチ ・牧山ひろえ参議院議員の協力取付け 
・細野首相補佐官との会見 ・海江田万里経産相大臣との会見 
・全衆議院議員＆参議院議員へのポスティング・・・等 

②報道媒体への取材対応 
・マスコミ：新聞､週刊誌､雑誌､経済紙､等  
・海外メディア：独､米､英、仏､中国､アルゼンチン､チェコ､香港､北朝鮮､オーストラリアの新聞､ＴＶ､等 
・Wｅｂ媒体：ニコニコ動画､ＩＷＪ､等 
・ミニコミ：クラブ誌､ローカル紙､・・・等 

④「福島原発行動隊」の活動および組織の強化 
・行動隊のリスト作成 ・ボランティア体制の確立 
・支援金の拡大 ・社団法人化・・・等 
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 ８月２８日現在 
  ●行動隊        ：           ５１７名 
  ●賛同・応援者 ：         １,４６６名 
  ●カンパ金     ： ９,９３１,６３２円  
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 一般社団法人「福島原発行動隊」の活動経緯と今後   

月 ９ １０ １１ １２ 

①行動隊/賛同・応援者の呼びかけ 
・インターネットでの行動隊/賛同･応援者の募集：ＨＰ／ｔｗｉｔｔｅｒ／ｆａｃｅｂｏｏｋ  ・モニタリングＨＰの開設 
・院内集会：９月末までに９回開催  ・募集チラシ作成 ・各種集会/イベントでの山田理事長講演・・・等 

2012年 

③「福島原発行動隊」の趣旨説明 
・国会議員（全党派議員）へのアプローチ ・牧山ひろえ参議院議員の協力 
・全衆議院議員＆参議院議員へのポスティングによるシンパ化・・・等 

②報道媒体への取材対応 
・マスコミ：新聞､週刊誌､雑誌､経済紙､等  
・海外メディア：独､米､英、仏､中国､アルゼンチン､チェコ､香港､北朝鮮､オーストラリアの新聞､ＴＶ､等 
・その他：Wｅｂ媒体（ニコニコ動画､ＩＷＪ､等）、ミニコミ（クラブ誌､ローカル紙）､・・・等 

④「福島原発行動隊」の活動および組織の強化 
・行動隊相互の交流の充実及び情報共有化 ・支援金の拡大 
・公益社団法人化による安定的な組織運営の構築・・・等 

 ９月３０日現在 
  ●行動隊      ：               ６１８名 
  ●賛同・応援者  ：           １,５３０名 
  ●カンパ金      ：  １１,７００,２６２円  
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※ＳＶＣＦモニタリング研修 
 ・ＳＶＣＦ内のモニタリング指導者による研修会の実施 
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△
院
内
集
会
（
10
日
） 

          国政へのアプローチ  

          自治体へのアプローチ  

          外部組織との連携・連帯  
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